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遺
跡
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種
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都
城
跡
、
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
～
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
安
京
跡
左
京
四
条
二
坊
十
四
町
の
西
北
四
分
の
一
町
に
該
当
す

る
。
仁
和
寺
所
蔵
古
図
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
中
期
に
は
十
四
町
に
縫
殿
頭
藤

原
為
兼
の
邸
宅
や
大
和
国
竹
林

寺
に
関
わ
る
土
地
が
あ

っ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
位

置
は
不
明
で
あ
る
。
北
側
の
十

五
町
は
、
現
在
寺
町
通
御
池
に

所
在
す
る
本
能
寺
の
旧
地
に
あ

た
る
。
森
幸
安
の

『中
昔
京
師

図
』
に
は

「本
能
寺
地
」
と
し

て
今
回
の
調
査
地
で
あ
る
十
四

町
を
含
め
た
南
北
二
町
の
範
囲
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
調
査
地
の
北

端
部
で
下
京
惣
構
Ｑ
像
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
寺
域
は
十
四
町
に
は
及
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た

『寛
永
十
四
年
洛
中
絵
図
』
全

六
三

七
）
な
ど
に
は
、
周
囲
の
道
路
に
沿
っ
て
並
ぶ
町
家
に
囲
ま
れ
た
こ
の
町
の
中

央
部
に
、
江
戸
時
代
の
大
名
本
多
甲
斐
守
の
京
邸
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
五
三
で
あ
る
。

こ
の
土
坑
は
、
検
出
位
置
や
出
土
遺
物
の
時
期
か
ら
、
本
多
甲
斐
守
京
邸
の
北

西
部
に
掘
ら
れ
た
ゴ
ミ
廃
棄
土
坑
と
推
定
し
て
い
る
。
土
坑
内
に
は
、
シ
ル
ト

層

・
砂
層

。
灰
層

・
炭
化
物
層

・
腐
植
土
層

・
焼
土
を
含
ん
だ
層
な
ど
多
数
の

層
が
重
層
し
て
お
り
、
最
下
層
に
は
加
工
痕
の
あ
る
板
材
や
、
ほ
ぞ
孔
を
取
っ

た
角
材
の
切
れ
端
や
飽
暦

。
大
鋸
居
な
ど
の
建
築
廃
材
が
多
量
に
堆
積
し
て
い

た
。
各
層
か
ら
は

一
七
世
紀
前
半
に
属
す
る
土
器

・
陶
磁
器
類
や
、
貝
殻

・
魚

骨

・
鳥
骨
な
ど
の
食
物
残
津
、
イ
ヌ
・
ネ
ヨ
・
シ
カ

。
カ
メ
な
ど
の
獣
骨
、
木

製
品
、
漆
製
品
、
煙
管
な
ど
の
金
属
製
品
と
い
っ
た
豊
富
な
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
。
最
下
層
の
建
築
廃
材
は
本
多
家
の
京
邸
造
営
に
関
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

土
坑
内
に
堆
積
し
て
い
た
塵
芥
の
中
に
は
、
灰
や
炭
片
な
ど
他
の
場
所
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
木
片
や
生
ゴ
ミ
を
土
坑
内
で
焼
却
し
た
形

跡
も
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
堆
積
状
況
か
ら
み
て
も

一
時
期
に
埋
め
戻
さ
れ
た
の

で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
土
坑
は
造
営
時
に
廃
材
の
捨
て
場
と
し
て
掘
ら
れ
、

そ
の
後
あ
る
程
度
の
期
間
、
ゴ
ミ
の
廃
棄
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
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と
推
測
で
き
る
。
土
器
類
の
年
代
は
本
多
家
が
当
地
に
存
在
し
た
寛
永
年
間

盆

六
二
四
～
四
四
）
に
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
。
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木
簡
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釈
文

。
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①
は
頭
部
両
側
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
墨
痕
は
き
わ
め
て
薄
く
判
読
困
難
。

②
は
逆
宝
珠
形
で
、
上
端
中
央
に
上
方
に
広
が
る
突
出
部
を
造
る
。
墨
痕
は

三
行
確
認
で
き
る
が
、
中
央
最
下
の

「屋
」
以
外
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

①
は
本
栓
状
の
製
品
で
、
断
面
形
状
は
本
来
円
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

精
円
形
に
変
形
し
て
お
り
、
上
端
部
は
く
ば
ん
で
い
る
。
底
面
の
墨
書
は
井
桁

状
の
記
号
か
。

い
は
ほ
ぼ
中
央
か
ら
左
半
が
遺
存
し
て
い
る
。
頭
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
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